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ヒューマニティーズの
ディヒューマナイゼイション

,メリカ研究所所長岩山太次郎

(

図雪館というものを真剣に利用するようになったのは

大学に入ってからであるが,それでももう30年以上も図
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書館にご厄介になっている。この間,わ九しの図書館利

用法は変わってしまった。印刷.複写技術の発達やコン

ピューターの導入などがその変化の主な要因であろう

が,よくわからないままに,便利になっ九機械や技術革

新の恩恵を大変重宝がっている。ところが自分の利用法

のこの変わり方はこれでよいのだろうかといっも自戒し
ている。

30年近く前にアメリカのある大学図書館でとってもら

つたゼロックスのコピーを一点今でも大事に持ってい

る。"The Art of Fiction"というノぐンフレットのコ

ピーで,これはウオルター.ベザントというイギリスの

文人が1884年に王立科学知識普及会で行なった講演であ

る。わずか24枚のコピーであるが,"photoduplication

Services"という課の請求書がついていて,2 ドル40セ

ントであった。当時のわたしにはこれでも大金だった

し,ゼロックス・ロピーはそう簡単に作れなかっ九から,

わ九しには貴重なものだっ九。図書館にも個人が自由に

使えるゼロックスの機械はまだ無い時代だし,コピーを
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とってもらうためには,申込をしなくてはならなかっ

た。その上,版権のことも厄介であったらしく,一冊企

部のゼロックス・コピーをとるには版元の許可なしでは

できなかった。だからゼロックス.コピーなどというも

のはそう簡単に作ってもらえなかっナこから,この"The

Art of Fiction"のコピーを宝物のように持ち帰り,こ

れをもとに論文も書いた。

その頃までは,本や論文を読んでいて,これはと思う

箇所はどうしたかというと,手書きで写すかタイフラ

イターを打って写すしか方法はなかった。 rhι Gルαt

C加力10/ Bιiπξという恐ろしく難解ではあるが,大

変立派な本の著者として有名な Arthur o. Lovejoy と

いう(名前からして Lovejoy といういい名前の)学者

は,一度読めばそれがどの本のどうぃうところにどんな

ように書かれていたかを正確に記憶できたという。この

ような人は別だが,凡人のわたしなどは,これはと,恐う

箇所は力ードに手書きで写すか^ということはうっか

りすると誤写することになるが^タイプをたたくか

^この場合もミスタイプもするわけであるが^しか

方法はなかった。しかし,それでも自分の手で写すとい

うことは少なくとも一度は読んだわけである。

ところが,ゼロックスの機械が出まわるようになる

と,わたしの図書館利用法はすっかり変わってしまっ

た0 キ十レルやブースでじっくりと腰を落ち着けて木

とニラメッコしている時間よりも,目印を頁に挾んでお

いたり,コピーをすべきものを探す時問の方が多くな

り,図書館はゼロックス.コピーをとる場所になうてし

まった。ゼロックス機械は誤写をしないし,タイプライ

ターよりも何十倍のスピード・アップにもつながった。

お目にかかろうと思ってもお目にかかれないような

MSや絶版書のファクシミリ版も続々と出版されるよう

になった。マイクロフィノレム,マイクロフィシュ,マイ

クロカード,マイクロプリントなどで貴重な資料が容易

に入手できるようにもなった。お蔭で研究には大変便利

になった。その上,これらのりーディング.マシーンは

ボタンをひとつ押せば,鮮明なコピーまでとれるように

もなった。確かに便利だし,その恩恵を大いに受けて嵜

んでいる。

ここまでの図書館利用の変化ならよかったのである
. ...

が,錯覚を起こすようになってしまった。埀要そうな本

や論文に出くわすと,ろくに読みもしないで,ともかく

コピーをとるようになってしまったのである。コピーを

とると読んだような気になってしまう。こうなってしま

つては,折角の革命的発見のゼロックスもわたしにはか

えって害でしかない。ヒューマニティーズをしていなが

ら,自分をディヒューマナイズしてしまっ九のである。

昔はアメリカならどこの大学図書館へ行っても,斯々

然々のことを調べたいがと尋ねると,たちどころに,ど

の本のどういう箇所をまず読みなさい,次にああせよ,

こうせよと,くどいほど説明してくれる,少々お年をめ

したオバサンのライブラリアンがおられた。こういうオ

バサンはある意味では親切すぎた。こちらが頼みもしな

いことまで説明してくれる。それを聞いているだけでウ

ンザリもしナこが,余計だと、思ったことがあとになって人

いに役立ったこともあった。今はどの図書館でもインフ

オメイション・サービスはコンピューターがやってくれ

る。人にぺコペコ頭をさげないでも,キーを押すだけで

必要な情報が得られる。こちらで清報の選択もでき乙。

時問もかからない。確かに便利になった。

こういう文明の利器のおかげで,ヒューマニティーズ

の学問も大いに進んだが,ヒューマニティーズの学問か

ら抜けてしまうたものもある。人間的な臭さがそれであ

る。ヒューマニティーズは文明の利器を邪使しながら

も,ヒューマナイズしつづけなけれぱならない学問では

ないかと'思っている。

もう一度,ヒューマニティーズの原点のような,こん

な25年前の風景に出くわしてみたい。

オハイオ州のど真中の1_Ⅱの中にあるケニヨン大学とい

う小さなりべラル・アーツの大学の図書館でのことであ

る。いつも夜になると決まった席で木を読まれる若い先

生がおられた。その先生はゴールデン・レトリーヴァー

という毛の長めの猟犬を従えて,ノソノソと閲覧室に入

つて来て,使いこまれて艶光りのした木の椅子にゆった

り坐り,悠々と本を読み始められる。犬は何時問でもご

主人の足下で静かに,これま九悠々と寝そべっている。

図書館の入口には"NO PET"というステッカーカ唄占っ

てあったが,字の読めない犬に責任があるわけでなく,

気持のよい雰囲気のなかで,ご主人と愛犬がそれぞれ丸

持よく時間を過していた。その人は George LanniDg

という kιπy0π R卯iιW 誌の編集長イ新了で,後に立派

な小説家になった人であった。



新島

情報の洪水だとよくいわれる。そのなかに置かれてい

るわたしたちに要求されるのは,おびただしい情報のな

かから,信頼しうる最良のものを選択する主体的な判断

力である。

そうはいうものの,情報を図書のみに限ってみても,

主体的な判断がどんなにむずかしいことかは,誰しも大

なり小なり経験せざるをえない実情にある。解決のひと

つの方法は,各分野の専門家が作成した文献りストによ

つて選択の目安をえることであり,各科目の担当者が教

室で指示する文献にまずアフローチすることだろう。読

書の経験を枯むに従って,主体的な判断力はおのずから

ついてくる。

明治末期に伺志社普通学校(中学校の前身)を卒業し

て京都大学の考占学の教授になられ九梅原太治博士は,

専門の分野に関する書物を10冊じっくり読めば,その分

野の専門家になれると書いておられる。読書怒験を粘ん

でのちに選び抜かれた10冊,という意味であろう。

以下に掲げるのは,新島襄と同志社に関するさまざま

な文献のなかで,これが基本的なものであり,これだけ

は4年問の在学中にぜひ読んでいただきたいと思われる

ものである。テレビの時代,映像の時代だといわれる現

在,ぎっしり活字が並んだ書物は敬遠されがちらしいけ

れども,ずしりと重い1冊の本を読み了え九充足感は,

テレビや映像では味わえないだろう。

新島襄に関する文献

同志社大学学生部が,新入学生のために毎年編集発打

している「私学同志社」に,文学部の北垣宗治教授によ

と同志社に関する本
基本文献にかぞえられる図

(

るゆきとどいた「新島襄に関する基本文献」力井昌げられ

ており,それぞれの文献に簡単な解説もつけておられる

ので参考になる。それで十分なのだが,一挙にそのすべ

てを読了するのは困聾だろうから,ここにはより厳選し

て掲げてみることにしたい。

①新島襄全集編集委員会編「新襄全集」

(開099.01;N-9)全10巻同朋舎(刊行中)

新島襄はあまり著述をする人ではなかった。そのこと

について推測される理由は,河野仁昭「新島襄全集をめ

ぐって」(同志社,1985弔D にゆずるが,著書・論文な

どをあまり残さなかったことと,いまにいたるまで個人

全集がなかったこととは,おそらく無関係ではない。

生前に公表された著述こそあまりなかったが,彼には

おび九だしい草稿や日記,手紙がある。それらを生前に

発表されたものと合せて,主題別に巻を編成し九のがこ

の全集である。これによって,新島の手になる文章のす

べてが網羅されるにいたった。

新島の基本文献であるため,編集の方針として,可能

なかぎり原資料そのままを活字によって復元することに

つとめたので,文字や文体など若い人たちには読みづら

く,なじみにくい面もあろうと思うが,新島が書いたも

のを直接読むことによって新島を理解するよう努めてい

九だきたい。この全集をもとにして,読みゃすくコンバ

クトな選集が編集出版されることが望まれる。

各巻の内容の概略は次のとおりである。

第1巻「教育編」 a983.2 弔D

同志社の創立と初期の同志社に関する新島資料を網羅

し九ほ力、彼の演説草稿,明治期のわが国の教育制度の

基礎となった「理事功程」の草稿などを収録する。

これらの資料のうち,「同志社設立の始末」(明治16.

4)と「同志社大学設立の旨意」(同21.11)は,先の

「私学同志社」に後者が掲載されているほか,両者とも

バンフレットなどになっているので,まずそれから読ん

でいただきたい。

第2巻「宗教編」 a983.7 〒D

説教と宗教に関する演説草稿など,キリスト者新島の

チになる資料が網羅されている。それらのうち,「説教

る.;1」と「宗教関係演説稿」は,比較的よくまとめられ

ていて読みゃすい。必見の文章でもある。

第3,4巻「書簡編1・Ⅱ」(いずれも未〒D

900通を超える書簡が収録されるが,さしあナこっていま

は同志社編「新島襄書簡集」(閉099.01;N・2)(岩波文

庫,昭和29.12)を読んでいただきたい。これには厳選

河野仁昭
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された約100通の手紙が収録されているほか,それぞれ

の手紙に簡単な解説がっけられて読解に便利である。
つた手紙を中心にまとめたのがこの本で,原書名はしがe

aπd ιettιrs o/ノ'oseつh Hαナdy Nιesi抗4 (開099.01;H-

Ia),新島の死の翌年ボストンで出版された。これを北

垣宗治教授が,原著が出て以来はじめて,現代文で読み

やすく訳され,詳細な注をっけられた。新島全集はこの

巻から読みはじめるのがいいだろう。原書は1980年に同

志社から復刻本が出ているので,併読することができる。

② J. D.ディヴィス著,北垣宗治訳「新島襄の

生涯」(開099.01;D2-3)(小学館,197フ.3 〒D

ディヴィスは同志社創立にあたって,山本覚馬ととも

に新島を援けて以後,明治末年まで同志社の教授をっと

めた人である。彼は新島の死後,悲しみをこらえてこの

伝記を書きあげ,新島が亡くなった年のうちに丸善から

出版した。原書名は A Sたι北h o/ ihιιがι of R卯

/oseつh Hαナdy ⅣeιSi伽αで,翌24年1月には,村田勤.

松浦政泰共訳「新島襄先生伝」(閉099.01Φ2-2ヨ)(警

醒社予D の劉訳が出ている。その後,原著も改訂され,

訳者も山木美越乃に代って版を重ねてきた。戦前では日

本語になっている善良の新島伝であったし,いまも新島

伝の古典として多くの人に読まれている。

同志社創立100年を機会に,北垣教授が改訂版を底本

として,読みゃすい現代文に訳されたのがこれであろ。

第5巻「日記・紀行編」 a984.6 弔D

文久2 a862)年,20歳の新島がはじめて江戸から岡

山まで航海したときの日記にはじまり,明治23年1月大

磯で客死する直前までの14点の日誌のほか,彼の詩歌が

収録されている。同志社創立後,キリスト教伝道や大学

設立募金運動で全国各地を旅した新島の足跡をたどりな

がら,それら各地の現状や交通機関などを比較してみる

のもひとつの読み方かもしれない。

第6巻「英文書簡編」(近日刊行の予定)

第7巻「英文日記・紀行編」(未弔D

よほど英語の力がなけれぱ読解はむずか

しいだろうが,幕末から明治初期にかけて

一人の日本人が綴った英文資料という点で

も,貴重な文献である。同志社人なら英語

を敬遠してはなるまい。チャレンジしてほ

しい。

第8巻「補遺・雑纂編」(未〒D

第9巻「来簡編」(未刊)

第8巻に収録される資料のーつに,詳細な新島年譜が

予定されており,いま作成中である。いままでは森中章

光編「新島先生詳年譜」(閉099.01;M・4)(同志社,

昭和34.11〒D が利用されてきた。第9巻には各界の人
物から新島に送られた手紙が収録される。

第10巻「新島襄の生涯と手紙」 a985.4 弔D

函館から脱国した新島は,ボストンの実業家A. ノ＼^

ディー夫妻によるわが子同然の庇護をえて,最良の学校

に学びえた。夫妻の実子の一人A.S.ハーディーは,新

島とほぽ同年輩であり,新島と交友があった。多方面に

活曜していたそのA. S.ハーディーは,新島の死を知

つて九だちに新島伝の執筆を思い九ち,新島が両親に送

新島襄書簡

.

中
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(3)和田洋一著「新島」(開099.01;W'2-1a)

(日本基督數団出版局,1973.4 〒D

著者は戦前から同志社大学で教鞭をとられた方で,戦

後は文学部杜会学科の新聞学を担当され,現在名誉教授

である。人間新島襄の本質をとらえようとしたこの伝記

は,柔軟な文体とあいまって,若い読者にもアピールす

るものを多分にもつはずである。

同志社に関する文献

同志社Ⅱ0年の歴史は,創立者新島襄の教育の理想を

継承し発展せしめようとする姿勢によって貫かれてい九

といえる。だから,新島を知ることは同志社を知ること
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だといってよい。

しかし,新島は創立後わずか10余年にして此の世を去

つた。それだけでなく,日本の社会から孤立しては存在

しぇない同志社は,社会的状況の変遷や,思想.学術.

文化等の進展にともなって,影縛もうけ,変化もしてき

た。そうした歴史と,現在なおかつ不変のものを端的に

叙述することは至難であり,だから,そうした意味での

良書はあまりない。

以上に掲げる文献はかなり大部なものだが,「新島襄

全集」とともに少し時間をかけてもぜひ読了していただ

きたいものである。

①同志社五十年史編纂委員会編「同志社五十年史」

(閉099.02.D2)(同志社校友会,昭和5.7〒D

同志社が創立50周年を迎えたのは,大正14 a925)年

であった。その前年から「五十年史」の編纂に者手した

のであったが,委員会の改組や執筆者の変更などがあり,

6年目にしてようやく出版にこぎっけるという難産であ

つた。この時代にはまだ,創立したばかりの同志社で学

び,明治・大正の同志社を知る卒業生が多数健在であっ

たから,そうし九人も執筆陣に加わっており,また,そ

れら生き証人ともいうべき人々にも読まれることを念頭

においての編纂であったはずで,その点にこの「五十年

史」の特徴のーつがあるといってよい。同志社教会をは

じめ,学生のスホーツや寄宿舎などにも,それぞれ章を

御ル、ているのも興味ぷかい。

編纂に着手した当初,委員会は同志社に学んだことも

ある歌人の青山霞村に執筆を依託したのであっ九が,彼

の原稿は参考資料として用いられるにとどまった。「同

志社五十年史」が出版されてのち,彼は「同志社五十年

裏面史」(閉099.02;A)(からすき社,昭和6.7弔D と

して刊行した。多数の人々に読まれた文献のーつである。

②上野直蔵代表編者「同志社百年史一通史編1.

Ⅱ」(開099.02;DB・5)(学校法人同志社

1979.11〒D

昭和50 a975)年に創立100周年を迎えた同志社が,

その記念事業のひとつとして編纂刊行したもので,これ

(

は「資料編1・Ⅱ」と対になっている。さいわい,同志社

創立以来の資料が豊富に社史資料室に収蔵されているの

で,それらの資料に即して,客観的に同志社史をえがこう

としたもので,学問的な評価にも耐えうる学校史である。

新島襄が1874(明治7)年10月9日に,ラットランドの

グレイス教会を会場としておこなわれたアメリカン.ボ

ド(American Board of commissionel's of For-

eign Missions)の第65回年会の席で,日本に帰国して

キリスト教主義の学校を創りたいと訴えて,5000ドルの

寄付申込みを得九ことを起点として,創立100周年を迎え

た学園の現況までが,次の5部に分けて叙述されている。

第1部創業と成育(明治前半期)

第2部キリスト教教育の受難(明治後半期)

第3部大学への道(大正期)

第4部戦時下の学府(昭和前半期)

第5部再生と発展(第二次世界大戦後)

1600ページに及ぷ大冊なので,一挙に読みとおすこと

はむずかしいから,各部をそれぞれ独立した書物と考え

て読めばいいだろうと、思う。「資料編」にはかなり詳し

い伺志社「年表」が添えられている。

同志社創立前後の事情については,森中章光著「同志

社開校事情」(同志社新島研究会,昭和36.4 弔D が貴

重な文献のーつである。学生部が新入学生のために編集

発行する仟厶学同志社」は,同志社史に関する章を欠く

のが残念だが(そのかわりに「キャンバス点描」と「略

年譜」を収録している),ガイド・ブックとしてはこれ

でよいだろう。

以上何点かの文献をあげたが,これで尽きるわけでは

もちろんない。ま九,単行本以外にも,雑誌やバンフレ

ツトなどに種々の貴重な文献が掲げられている。紙幅の

関係で'、れることができなかったが,河野仁昭編「新島

襄に関する文献ノート」(閉099.01;K3)(r同志社談叢」

険2~5),同編「同志社に関する文献目録」(「同志社

談叢」険5)に文献名はほぽ網羅されているから,参考

にして下さることを願っている。筆者や主題などによっ

て適宜選択して読みはじめれぱよいだろうと思う。

^

(

ちょっと書庫をのぞいてみませんか。

本館には30万冊をこえる図書が所蔵されています。そのうち、開架図書室には、参考書をを

含めても、 6万冊たらずの本が配架されているにすぎません。

書庫には、いったいどんな資料が所蔵されているのか、ひとめご覧になってはいかがでしょう。

〔日時〕 0毎月15日(9月のみ 20日) 014時30分より約50分周

ただし、土・日曜日の場合、次の月曜日祝日の場合、翌日

〔集合場所〕 OAV室(本館2F)



すでに「入学案内」,「伺志社大学通信」などでご承

知の通り,新しいキ十ンバス(田辺校舎)の利用は,1986

年(昭和61年) 4月から開始し,企学部第1部1.2年

次の授業を行なうことになっています。新しいキャンバ

スは,緑にかこまれた静かな丘陵地帯にあり,約76万が

の広大なもの(今出川・新町キ十ンバスの約9.4倍に相

当)で,図書館をはじめとして教室,研究室,体育関連

施設,事務管理棟,課外活動施設など今出川キ十ンバス

と同様に赤レンガ造りを基調とする建物が整うことにな

つています。

なかでも,教学の中心的機能を果す図書館は,正岡を

入ると楠・イチ.ウなどの並木とともに芝生をしきっめ

た広場を前庭に,文字通り新しいキャンパスの中心位凪

に配され,学生諸君の勉学の場に最適な環境にあるとい

えましょう。図書館利用への意欲.関心は,いやがうぇ

にもそそられることでしょう。

現今出川キ十ンパスの図書館(以下今出川館と称す)

の案内は,「students' guide (学生便覧)」に詳しく

紹介されていますので,本号では今後部分的に変更され

る可能性もありますが,新キ十ンバスの図書館の施設を

中心にその概要を紹介いたしましょう。

■■

野慢

として充実したものとなります。

閲覧方式は,利用者が直接資料を手にし,館内閲覧も

しくは館外貸出の手続をとる全面開架方式を採用しま

す。なお,身休障害者に対する施設.設備についても,

対面朗読室,点字室,エレベーターの利用,便所等でき

る限りの配慮のもとに計画されています。

1 基本構想

まず第1部1・2年次生約8,600名を利用対象とする

'学生の学習を土目的とし九施設'としての機能の充実

をはかることを基本方針として計画が進められてきまし

た。その骨格をなす重要な要索である図書資料の内容

は,薪キ十ンパスにおける授業.カリキニラムに沿った

ものを中心に収集整備することを主眼におき,充実し

ナこ学生生活が送れるよう準備しています。

スタート当初の蔵書冊数は約3万冊ですが,勉学には

対応可能な冊数と考えられます。蔵書の内容は,利用調

査に基づいたもの,および教員により推せんされた基本

図書,参考図書,雑誌,斯聞などの基本的な図書資料を
網羅した稽成になります。

一方,図書資料とともに重要な要累である施設は,イJ

表の如く蜆模も含めて今出川館と遜色がない図書館機能

Ⅱ施設の概要

主な施設の配裡は,別掲「館内案内図」の通りですが

各階各室の機能およびその内容の概略をつぎに紹介いた

しましょう。

<1 階>

玄関を入るとロビー風のホールがあり,席に座っ九ま

ま閲覧できる新聞コーナー(全圈紙,ローカル新聞など

約20紙)とラウンジ(喫煙コーナー併設)があります。

ラウンジは,図書館利用における勉学の疲れをいやすた

めの休憩室の雰囲気をかもし出すコーナーです。

ホール南側には,休暇中など閲覧業務取扱時問外にも

開放される自習室としての性格をもつ第1~第3読書室

(席数合計31餌ξ)があります。閲覧机は,パネルで区切

られ気を散らさずに勉学できるよう配黛されています。

なお,ホール北側の禽庫は,冴初は未仕上げですが,

参考図書・雑誌室などの資料が増加した段階で比較的利

用度の低い雑誌のバックナンバーを中心に配架し,各関

覧室と同様全面開架方式を採用します。閲覧席は最終的

には39席を予定しています。

付表

田辺図書館

今出川図書館

<2 階>

2・3階は,図害館の中枢をなすフロアーとなりま

す。 2階への出入は,1階ホール巾央の階段および西側

に隣接する特別教室棟等とつながれ九ブリッジからのア

プローチの2ケ所から可能です。出入口には,ゲートが

あります。これは,電子工学を応用した図書無断持出防

止装置で,ブック・ディテクション・システム(BD S)

といいます。カバン等の持物は自由に持ち込めます。

ゲートを通るとホールがあります。その正面に図書館

施設面積

6,6001)t

9,686?が

閲

1,200席

席

1,200席

開架図書

10万冊

6万冊

6

所蔵雜誌

300種

4,060種

図書収哉冊数

28万冊

※各項目:概数

60万冊

゛
゛
易

覧



第2開架閲覧室

(社会科学部円)

・文庫コーナー

コピーコーナー
第1開架閲覧室
(人文科学部門)

目録コ
展示コーナーマイクロ

第1共同閲覧室対面朗読室

第2共伺閲覧室点字宅

(

館内案内図

第1読書室

第2i売譜弐

第3読霄室

げ

S-

閲

B ・ D

抜

利用の心臓ともいうべき総延長13抗余のメインカウンタ

ーが構えています。このカウンターでは,図書貸出.返

却の手続をはじめとして,図書利用上の質問妥付すなわ

ち各種資料の探索に係員が援助する参考業務(レファレ

ンス・サービス)を取り扱います。ホールには,そのほ

かセノレフ式のコピーコーナー,目録コーナー,マイクロ

リーグーコーナー,新刊書・稀書などの展示コーナーが

併設されます。

ホール北側には,参考図書・雑誌室(閲覧席246席)

があります。参考図書は,調査に必要な百科事典.専門

事典・便覧・辞典・統計書・文献目録・地図帳など,ま

た雑誌は,主要学術誌・一般誌などが主な種類です。

ホール南側には,第1開架閲覧室(204席)がありま

す。ここには人文科学関係(総記・哲学・宗教・歴史・

地理・女術・文学など)の一般書,新書・文庫本(岩波,

新潮,中公などの文庫6種および岩波,中公, penguln

books, pelican bookS など新書版類5種)を配架しま

す。

共同で図考資料を閲覧する目的の第1~第2共伺閲覧

宰 ao・20席),対面朗読室,点字室などもメインカウ

ンターに近い位置に設けられます。まナこ,図書貸出.返

却手続,図書資料所蔵検索などコンピュータを駆使し

て,手続あるいは検索の迅速性・簡素化を図るために順

次機械化(電算処理)を進める予定です。

新聞コーナー

室

ノレ

コピーコーナー

メインカウンター

第3開架閲覧室

(冑然科学部門)

(

小:務室

ホ

参考図書・雑誌室

ノレ

ウ

玄

ン

関

t

開架閲覧室 a32折D ,中央部分には閲覧室 a26席)お

よび閲覧コーナー(84席)が配楓されます。

第2開架閲覧室には,社会科学関係(政治・法作.経

済・経営・社会学・教育・民俗学・産業など)の一般11

を配架します。

第3開架閲覧室には,自然科学関係(数学・自然科学・

工学・工業・技術など)の一般書を配架します。

中央東側の閲覧室は,開架閲覧室とは独立して,より

静かな雰囲気で読書,勉学ができるように配慮されてい

ます。閲覧机もハサ、ルで区切られ,自習室的な機能を持

ち合せ,窓からの展望は図書館前の広場は勿論,田辺の

街並,南山城の山々も眺望できる素晴らしい環境の閲党

室といえましょう。

3階へのアプローチは,2階ホール両サイドの階段と

南側の階段(あるいはエレベーター)によることになり

ます。

^書 庫^

<3 階>

南側には,第2開架閲覧室 a38席),北側には,第3

なお,図書館として大学の使命である教育,研究,学

羽の質的向上に貢献するためにより力を注ぎ,発押せね

ぱなりません。そのためには,まず今出川館と田辺館に

わたる一体的・有機的な連携・整合性を保ち図書館機能

を高める一層の努力が必要と考えられます。

つぎの機会には,図書の利用とその手続,目録の使い

方など,図書館利用上の詳細を紹介する予定です。

7

長室

<
3
 
階
>

<
2
 
階
>

<
1
 
階
>
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実例を中心とした

資料の

ある著者の著作を図省館でさがす場合,まず著者目録

カードを検索しますが,目的のものが見つからない時が

よくあります。見たい資料が実際に所蔵されていても,

このように力ード目録だけでは,資料に到逹できない場

合,これを補う二次文献が参考図書室にあります。

今回は,文学作品を中心に,実例をとり上げながらこ

れらを紹介します

日本文学の全集・選集

1.個人全集

さがし方一27ー

〔質問例わ

菊地寛の「恩讐の彼方に」を読みたい。著者目録を

さがすと全集が入っているが,何巻に収録されているか

分らない。

(調査〕

著者目録を引くと,「菊地寛文学全集」の力ードが

入っているが,各巻の作品全てを記載していない。

(伊D 第1巻:暴徒の子屋上の狂人海の勇者

奇蹟父帰るほか a96の

「現代日本文学綜覧シリーズ」の「個人全集・内容綜

覧」をさがすと,本館所蔵のものと同じ文芸春秋社の全

集を収録しており,「恩讐の彼方に」は第2巻に収めら

れていることが分った。尚,第2巻には23点もの作品が

収められている。

<解説>

短編小説など,多数の作品を1冊にまとめた場合,目

録力ードには全作品名を記載できない場合があります。

又,多数著者の全集では,各巻の書名が「阿川弘之集」

というように,どのような作品が収められているか目録

カードでは分らない場合があります。

総目次.総索引が付されていない企集では,現物を手

に取り,目次を順次さがしていかなけれぱなりません。

このような時,次のような文献を使うと便利です。

0 「現代日本文学綜シリーズ)(028.91;G

1.「全集・内容総覧」

大正H年~昭和56年の問に刊行された主要な文学

全集104種,3,200冊の内容目次を収録したもの。詩

歌.戯曲.児童文学など専門のジャンルについての

全集は除く。配列は全集毎の出版年順。出版社別の

目次あり。

2.「全集・作家名綜覧」

1に収録され九作家名約3,500名のもとに,それ

ぞれの作品名と解説,年譜,参考文献をまとめて,

収載された全集名を指示したもの。配列は作家名の

50音順。

3.「全集・作品名綜覧」

1に収録された作品名約42,000点を作品名毎にま

とめ,収載された全集名を指示したもの。解説,年

参考文献は,巻末に対象となっ九作家名毎にま三並
↓1田,

とめる。

4.「個人全集・内容綜覧」

文学者及び関連性のある思想家の個人全集の内,

底本とされている520名の個人全集557点,約5,500

冊の内容細目を収録したもの。配列は作家名の50音

1順。

0 「日本叢索引」新版〔027.4;H〕

記紀~明治初年の問の古典的著作を50音順に配列

し,収載された昭和31年まで刊行の全集・叢書名を指

示したもの。

0 「全集・叢書細目総・」古典編(027.4;K〕

明治~昭和45年の問に刊行された全集・叢書で,国

会図書館が所蔵するものの内,幕末までの古典的著作

を内容とする約1,200点を収録する。

第1巻は全集・叢書名を50音順に配列し,内容細目

を付す。第2巻は内容細目(書名)の索引。

2.多数著者の全集

(質問例 2〕

阿川弘之の「雲の墓標」を読みたい。

(調査〕

新・旧著者目録ともになし。

「個人全集・内容総覧」をさがすと,「阿川弘之自選

作品」の第1巻に収められていることが分るが,残念な

がら本館では所蔵していない(昭和60年3月現在)。

同じシリーズの「全集・作家名綜覧」で阿川弘之の頃

をさがすと,「雲の墓標」は「新日木文学全集」第1巻

(913.68; S 2),「昭和戦争文学全集」第10巻(913.

68; S 3),「現代日本文学大系」第88巻(918.6;G 3)

等,Ⅱ点の文学全集に収められているものを所蔵。



Ⅱ 雑誌・新聞

〔質問例 3)

藤沢桓夫の初朔の作品,

をさがしている。

(調査〕

新・旧薯者目録ともになし。

「個人企集・内容綜覧」にはΠ藤沢机火長編小説述深」

を収録しているが,その中には見,1らない。「企集一乍

家名綜覧」になし。

次の3力法の凋査で,いずれも判1明。

①「日本近代文学火打典」人名編で藤沢桓夫の項を兄

ると,「ローザになれなかっナこ女」(「文学」昭4.1の

とあり,「文学」(P910.1;B 5 に収載されているこ

とが分る。

②「現代Π木文女総覧」の人夕索引により,順次さが

して行'くと「文γU 第1号, P.18 36に収械している

ことが分る。

③「全集4乍家名総覧」により,「大衆文学大系」第

23をの藤沢桓火午譜をさがすと,昭和4年の頃に,'10

月「ローザになれなかった女」を「文学」に発衷。"

とある。

「ローザになれなかった女」

(

0 「現代日本文芸総・」〔028.91;0〕

明治37年~昭和20年の冊に刊行された文芸・思想関

係主要雑誌の目次を収録したもの。「文芸春秋」,「

中央公論」は除く。准木に人t索引あり。

0 「雑誌記事索引」人文・社会編(P027;Z 3〕

文学・語学編。イΠ.し,小説は昭和23年9月一33年・9

刀の朋しか収録していない。薯者索引あり。

0 「文芸年鑑」(910.5;B)

1イ1q1形)の雑誌新聞掲栽作品目録を証年収録。戦後

のものは苫者索引がないので,各誌毎の内容をさがさ

なければならないが,最近禿衷された作品を調べるこ

とができる。

r解説

さがしてい7文学作品が,金集や著作集に収録されて

ない場<があります。又,著作集や単行図書が発行され

てない場合や,を行されていても図書館に所蔵していな

い場合があります。このような時,発表された靴誌タ'や

新閉名を朋べてみます。

@年譜・著作目録

ある作家の年譜や茗作目録を朋べることにようて,作

品が,靴誌・薪聞に限らず,どういう形で発表あるいは

刊行'されナこかを知ることができます。年譜・著作目録は,

その作家の茗書やその作家についての研究書,あるいは

多数作家の仟.譜集成,11ヅ京,色々な杉で存在しています。

@文学事典

作家名,作品乙から検索し,目的のものがどの"砧,

あるいは萩朋に,いつ発表され九かを翻べます。

日本近代文学大事典」〔910.3;N7〕

日本文学大辞典」〔910.3;N-1a〕

現代日本文学大事典」四10.3;G〕

大衆文学事典 910.3;T8-1a〕

現代作家事典 910.3;G2-12〕

(仟.譜・茗作目録をさがす資料)

0 「日本人物文献目録」(028.281;H)

0 「人物文献索引」〔028.28;K 2〕

0 「人物書誌索引」(027.38; J〕

0 「日本書誌の誓誌」人物編(025.1;A3)

0 「年刊人物文献目録」(028.28;N〕

0 「霄誌年鑑」(028;A 3)

(」悌筈.著作国録を架めた資料)

0 「近代文学研究叢書」(910.26;K 5)

0 「人物書誌大系」(027.38; J 2〕

0 「近代作家年譜集成」「例文学解釈と教材の研究

第28巻 6 'η'(P910.1; K

◎雑誌記事索引,総目次

禿表誌タ,が分っていれぱ,その刻κ山の総僻河1・船1Ξ1次

をさがせばよいのです力:(例:「中央公,倫総目リU ),

そうでない場介,個々の索引をあたるのは手問がかかり

ますので,多数雑誌の記訴を収録した索引を使います。

主1、,茗名索引等で作家タ'から検索します。

Ⅲ邦訳欧米文学

質問例 4

ジ十ンク.ロンドンの焼野の呼び声」を,カード目

淺でさがしたけれど出て木ない。この図牛鮪にはない

調査〕

X者同録(カード)になし。二次文献をΣ1る。

「明治人正・昭和翻訳文学目録」,「西洋文学全集

鬪,沢口録」等で,ロンドンの項を見ると力けよりの数,邦

訳されている。文庫木や児動文学古も多いが,図恕鶴で

は「現代アメリカ文学企集」第14巻,「現代アメリカ文

学選!1U 錦6を,「料波文月U 冰315 1に収録したもの

を所藏。
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(解説〕

外国文学を邦訳したものをさがす場合,まず著者目録

を検索しますが,目的のものが,単行書や個人全集とし

て所蔵していない場合は,発見することができません。

このような時,多数著者の作品を集めた文学全集などに

収められている場合がありますので,それらがどのよう

な形で存在しているかを調べるための二次文献を調べる

必要が出て来ます。尚,調査に当っては,使用する二次

文献の収録範囲(年)に注意する必要があります。実際

には,現在まで邦訳されたものを可能な限りりスト・ア

ツプし,その中から選び出す方法が良いでしょう。

0 「明治・大正・昭和翻訳文学目録」(028.9;K〕

1868年(明治元年)~1955年に刊行された棚訳文学

と,収録した著者の文学以外のものも収録。配列は著

者名のカナ表記の50音順。但し,明治期は刊年順に配

列。欧文の著者索引あり。

0 「西洋文学全集翻訳目録」〔028.9;T)

前書を受けて,1956年~1976年に出版され九作品

を,主要な文学全集の内より選択し収録。配列は著者

名のカナ表記の50音順。

0 「翻訳図書目録」(027.34;N〕

現在での収録期間は1977年~1984年で,日本で刊行

された割訳文献打3万点を収録。 1:耗糟己・人文・社

会,Ⅱ:科学・技術・産業,Ⅲ:芸術・言語・文学の

3分冊からなっており,文学に限らず,各分野の翻訳

文献をさがすことができる。配列は著者・編者の姓(

原綴)のABC順。原書名索引,訳書名索引,原著者

カナ表記索引が付いており,便利である。

0 「東京都立中央図書館蔵合集収載翻訳文学索引」

〔028.9; T 2 〕

1945年~1975年に刊行された,同館所蔵の合集約230

点に収録された2,400人の著者の翻訳作品約1万点の

索引。文学作品以外のものも収録。配列は著者名の力

ナ表記の50音順。著者名索引(欧文),作品名索引(

欧文,和文)あり。

0 「西洋文学個人全集作品目録」(028.9;T-2〕

1956年~1979年に刊行された,個人全集の作品を分

出して収録。配列は著者名のカナ表記の50音順。

0円鳥台・大正・昭和邦訳アメリカ文学書目」

(028.939 ; F)

1868年~1967年の百年間に刊行されたアメリカ人の

邦訳文学的作品を収録。配列は著者名(原綴)のAB

C順。書名索引(欧文),邦訳書名・訳者索引あり。

市信己「明治・大正・昭和翻訳文学目録」を利用し,

1955年以降のものを増補訂正したもの。

0「世界文学シリーズ」各巻の翻訳文献の項

このシリーズは,各国文学の作家と重要作品の解説

が中心となっているが,収録した作家の翻訳作品を,

巻末にまとめている。現在,次のものを所蔵している

が,各巻はそれぞれ国別に配架。

「イギリス文学案内」四30.3;N)

「アメリカ文学案内」(939.03;T)

「ドイツ文学案内」〔940;0-2)

「フランス文N案内」(950; S 2〕

「ロシア文学案内」〔980.3;N)

0 「1ndex Ttanslationum_1

1932年~1940年(027.34; 1-1a〕,1948年~1978年(

継続中)(027.34;1)に世界で刊行されたあらゆる分

野の劉訳書を収録。配列は各国名毎に,国際十進分類

法による主題順。検索は原著者名索引により,日本で

刊行されたものがあるかどうかを詔ぺる。

収録範囲

1868

瑚

(明治・大正・昭和翻訳文学目録)

西洋文学全集
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ピックァップ

ホークス編『ペリー日本遠征記』と『ペリー自筆書翰』
及ぴハイネ著『日本行紀』

ペリー(】794-1858)は15歳で海軍に入り1812午の米

英戦gナ,地中海・アフり力巡航,西インド諸島での海賊

狩り,メキシコ戦争等を経て1852年束インド艦隊提督と

なり,日木と通商開始の命を妥け1853年浦賀に来航,大

統領の国書を伝達,翌1854年再び江戸湾に入り神奈川沖

で条約締結を要求,3月日米和親条約にさらに6月ドm

で追加条約に凋印,鎖国日木の開同への道を開いた。

1855年1月帰国後政府の委嘱を受けホークスに命じて

編纂せしめ九のが日本遠征の公式記録のホークス編「ペ

リー日本遠征記」である(Narrative ofthe expedition

Of an American sqⅦadron to lhe china seas and

Japan"'..・ commodore M. C. perry・・ーー by Fran-

Cis L. Hawks)。ペリー自身の航海日記と公文書を中心

に部下の航海記や日記・報告書を用いて編纂,1856年に

公刊された。この「遠征記」には色々異木があり,まず

上院版と下院版の2種があり,その内容構成は第1巻は

遠征記の木文,第2巻は諸胴査の報告書類,第3巻は黄

道光の観察記録である。同大図所蔵本(ケーリ文庫(

(貴)飼F291.09; P 7〕,荒木文庫(気291.09; P 7,

@917;H3 1a は全て上院版の3冊木である。又官版

2種の外に町版(普及版)がある。官版の第1巻に該町

する 1冊本だ(荒木文庫(囿291.09;P7-1C〕)。ペリ

ーの評価は「開国の恩人」とか逆に「侵略者」と力ゞ言わ

れているが,この「日本遠征記」山休はぺリー来航と云

う歴史上の一大亊件に関するその当事者達の詳細なる記

録であり,汽時のΠ木の社会.文化.自然等全てに関す

る客観的科学的なる記録であって,原書(官版)の3冊

本とぺル吋是督日本遠征記(土屋.玉城訳)四厶文荘版

師291.09; P7-1a,但917;H 3〕(岩波版:人文研.ア

メ研所蔵〕が,日木の幕末史研究の書物には,しぱしぱ

参考文献として引用されている。尚,原書(倉版)の第

1巻には石版の色刷の姉画90枚の他に大小合わせて78の

木口彫の木版西のカットが本文の中に柿入されている。

日不の風俗習噴等のスケッチだけでなく,遠征途中立寄

つた東南アジアのエキゾチックな焚しい絵も多数入って

いて楽しいものだ。

叉,俗に云う「風呂屋版」と云うのがある。後で述べ

る画家ハイネが実景から写生したものを,黄・淡藍.墨

の3色刷の砂目石版に複製した「下田の公衆浴場の岡」

入りの版一あ7 广版が全部製本されない巾に,風紀を

.,.,..^.....^..."^'""^.....^".'.^..,.'^.,'..^'....^'.,,..^.'.゛.^'..、,^..",^.,...^'....^.、...^..,..^,.,..^......^.,.'^

(

(

ケーリ文庫重書ホークス

「ペリー日本遠征記」上院版と「ペリー自筆書朝」

みだす恐れがあ7との事で,この図が落丁になったもの

が多いと云う。ビブリオ・マニアが欲する版と云われて

いるが,その図は口ーマ時代のカラカラ浴場の雰囲気

で,後述のハイネ若「円木行紀」のドイツ語版にも,ハ

イネが写生したものをそのまま木版画にしたのがあり,

黄・墨の2色刷だが,こちらの方がより日木的である。

同火図所蔵木ではケーリ文庫以外は全て風呂屋版であ

る。

さて,前述の画家ハイネ茗「Πポ行紀」を紹介しよう。

ヴィルヘルム.ハイネ(Heine, wjlhelm,1827-1885)

はドレスデン生まれの西家・旅行家で,ペリー日本遠征

の報を聞くと,ペリー艦隊に加わり,速征途中の各地の

人町.風物をスケッチし,それらの絵は後で整理されホ

ークス編「ペリー日本遠征記」を飾る事になった。又,

同"別ご彼はぺリー艦隊に従って航海中,各昇頁巻地から,

故氏1ドイッに残した肉親への手紙の形で,原稿をも書き

続け,「遠征記」の姉妹篤とも云える「日本行紀」を智き

1げナこ。原木(ドイツi割坂は)1856午ライプチヒで刊行,

211木である(Reise um die erde 力ach Japan・・)(

荒木文庫(貴)倉290.9;H7〕。又,オラング語版(1冊オ0

(Reis om de wereld naar Japan-・)やフランス語・版

( 11冊木)(voyage autour du monde. Le Japon-・)

も作られた。同大図所蔵のハイネ苫「日本行紀」(荒木



ピックァップ

文庫(貴)飼291.09;P7-1b)はオランダ語版全文からの

邦訳である(和綴じ16冊(35篇13冊附考3巻3冊,縦

26.4如横18.4Cm〕で,本文は和紙に無罫であるが,漢字

平仮名交りで細書されている。そして,各冊に「允山文

庫」と「堀田氏印」の蔵印(朱印)があり,錦'2冊には

訂正の朱筆がある。なお,16冊のどこを捜索しても訳業

の由来・事跡等の記録及び奥書は見当らない)。

「史学」27巻4号(昭29)の幸田成友「ペリー日本紀

行の最初の日本訳」によると,博士は「日本行紀」を手

にされ九時,初めはホークス編「ペリー日本遠征記」の

日本最初の訳である手塚節蔵(大築拙蔵)・工藤岩次訳

「彼理日本紀行」と思われたが,充分なる考証の後,オ

ランダ語版からの重訳のハイネ著「日本行紀」と断定さ

れた。次に,「何人が如何なる動機で何年に本書を翻訳

し九か,確証を挙げて説明し難い」と言われ,本文等を

種々検討後,「日本行紀」の翻訳年代を文久3年 a863

年)以前と推定された。又,手にされた「日本行紀」に

は「越国文庫」と「図書寮」の蔵印があり,「幕末の外

交問題に重きをなした越前福井の藩主松平春嶽が家臣に

命じて本書を訳せしめ,一部を初手許本として身辺に備

え,一部を同藩の文庫に納れて藩士の子弟に閲覧を許し

たとすれば,想像だけでも随分面白いではないか」と述

べられ,ハイネ行紀の訳業の全貌が明らかになるのを期

待されていた。

そして,昭和58年に中井晶夫訳「ハイネ世界周航日本

への旅(新異国叢書第Ⅱ輯2)(飼210.5;S4)が出版

され,初めて現代語訳が出た(但し,日本に関する部分

と付録の一部の訳であり,ペリー艦隊の帰路にあたる第

三十篇珊維知島(サンドウイッチ諸島,後のハワイ)か

ら第三十五篇りオデジャネイロまでは訳されていない)。

ところが,その解説に「幕府がこのオランダ語版の存在

を知って訳させたものが,大日本維新史料に掲赦されて

いる」と明示があり,すぐさま,「大日木維新史料第

2編の5」(文部省続,昭18)(師210.61Φ〕に掲赦さ

れ九箇所と同大図所蔵のハイネ行紀の該当箇所を対照し

てみた。あに図らんや,前者が漢字片仮名交1 文で,後

者が漢字平仮名交り文であるが,該当簡所は全てに渡

り,文言は全く同一だ。

「大日本維新史料第2編の5」のP.346には,(日

本行記0ハイネ著(日本行世界周航紀蕃所調所敏投力

訳島津忠重所蔵本。

如此ナレハ久シク懇請シタル日本卜貿易ノ条約モ逐二

定マリ,ーーーと掲載されている(この箇所は原本第二十

二篇会議にて和親決定之事の最後の部分である)。この

ハイネ行紀オラング語版は1856年に発行され,蕃所瀏所

^...'.^',,.'^"".^.'.E.^."、゛^゛.'..^酬".^゛..,,^..,"^..',.^'..',^,""^',...^".',^、..,.^...、.^'、..,^"".^.,、.'^,、...^

の名称時期は安政3年 a856年)~文久2年 a862年)

までなので,翻訳の年代はこの間であろう(岩波の「国

醤総目録」(気025.1;K)をみると,「日本行紀」の見出

しで, U戎)万延二とある。成立年代は1861年の初めだ。

版木はなく写本ぱかりで,全訳16冊のものは見当らな

い)又,「江戸幕府旧蔵蘭書総合目録」(圖028.235;N)

をひもとくと, P.20に, Heine, W のもとに彼のオラ

ンダ語版が記載され,さらに印記は<蕃書稠所>,貼紙

は「・・・・千八百五十六年日本行記一,全一冊中

巳八河上旬俳j中守殿ヨリ求一・ー・」と明示がある。

ここで,倉沢剛著「幕末教育史の研究一」(飼372.1;K

34)等を参考にして,このハイネ行紀の訳業に触れてみ

よう。ペリー黒船の来航によって長い眠りから目覚めた

幕府がとっ九積極的政策は,まず外国文書翻訳を司る訳

官及びその機関の充実となって表われ,勝海舟等の努力

によって「蕃所調所」が設立され,日本各地から第一級

の洋学者が集められ,そこでは洋学を教授し洋書の翻訳

を取り扱ったが,同時に洋書の収集及び蕃雪・割訳書の

検閲も行なわれ九。その頃の蕃所調所の教授方一覧に

は,手塚律蔵(堀田備中守家来,佐倉藩),西周明(後

の西周〕(堀田備中守家来,佐倉藩)等が見られる。

ここで,「蘭書目録」ハイネ行紀の肌舗氏」等をも参

考にして,大担な推測をするならば,蕃書調所は1857年

八月上旬にハイネ行紀オランダ語版を,備中守(堀田正

睦)から得て,1861年初めに翻訳を完了し,それが蕃所

調所教授方訳「日本行言剥となり,又,蕃所調所には全

国から俊英の洋学者が集まっていて,佐倉藩の連中もそ

の訳された「[レ1新藷己」を写本し,藩に持ち帰ったか送

つたとも考えられる。黒船来航以来,どの藩も新しい状

勢に砧極的な対応が急務な折,ペリー関係の訳書は情報

として欲しいところだ。その写本が同大図所蔵本である

のかも知れない。

次に,全くこの逆の事も想像できる当畴,佐倉藩は

堂

荒木文庫貴重書

ハイネ著

「日本行紀」
第1巻表紙
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「西の長崎,柬の佐倉」と言われた程,洋学の盛んな所,

しかも藩主堀田正睦は「蘭癖」と称されナこハイカラ主義

者,長崎からハイ才、1」'紀の蘭ヨテを入手,早速,藩の俊英

の蘭学者に訳せしめたとも推測できる(同大図所藏木に

は「堀田氏印」と「元山文庫」の蔵印(朱印)がある。

堀田備中守正睦は雅号を「見山」と称し,「見山侯」と

呼ぱれてい九。「見山」は「元山」とも印刻できるので,

「元山文庫」は堀田正睦の文庫印とも.思える。この頃(

1855年~18認作),正睦は再度老中になり,ハリスとの

条約交渉等,開国に向けて奔走していた)。その後,ま

ずハイネ行紀の薊書が,正睦から1857年に,そして少し

遅れて佐倉沫訳「Π本行紀」の写木が蕃』凋所の于に渡

つた可能性もある。蕃書調所では既存の割訳冉の収集及

び検閲も行なわれていたので,検閲も兼ねて,それを写

本したのが蕃霄湘所教授方訳「日本行記」となったとも

想建できる。すれぱ,同大図所蔵本は,堀田正睦の御手

許備イ、1'小;であり,ハイネ著「日本行紀」邦訳の原水にな

る力ゞ

(

この手紙は1823午・1打 8日に汝時28才のぺリーが,上

司である西イソド艦隊提仔グビッド・ポーターに宛てた

ものである(ペリーが,1822年に呪船戦艦シャーク号を

指押し,アメリカ商船を襲うカリブ海の海賊退治に出か

け,疲れて,一時ニューヨークに帰っていナこ時の様だ)。

ポーターは米英戦争(1812~1814)で鞍艦エセックス号

に乘り人活躍した人で,この年ビッドル提督(ペリー来

航7年前に浦賀沖にオサこ)に変わって,提督になったば

かりである。

最後に,ケーリ文庫ホークス編「ペリー円水遠征記」

第1巻に添1寸されている「ペリー自筆竜翰」を紹介しよ

0

(

A fever indi6P05ition which ha8
Contined mo to my room for 8everal day8
ha8 PreV●nted me from C811iれE on yoo
i五τelation t0 皿y la8t con王erence 冒ith
the prEstE. of the 立nBura11Ce comP田lies of
thi8 Cit丁.1 血且de k口Own to them
your wi11ingneS8 to feC立litate their
Wi6he3 i11 respect t0 七he shark. They
appe良red Eratifj.ed. And Hr. Ne160n who
is the public corre5Pondent iれformed me tha七
he would 制rite t0 士he secy. in behalf
Of the office in hope3 七11at it woUユd be
a furtber inducement to the Dept. to di6P08e
Of the ve56el as they Yished.

I under8tand from C急Pt. Rod居er3 that
you have 8立Ven directions t0 5hip the new
entreeB for the S1埠rk in the Grandport.

I r●昂PectfU11y reque6t that you
Wi11 8ive jU8t in3tructi0五8 a6 to prevent
them be立ng 6ent t0 8ny other ve56ぞ1.

Ihe丁 have been particularly 8elected
and 8re e35entia11y nece55ary to complete
the effiC立ency of my ctew. Mr. Benham
Who belonE5 to my veS6el, and who proceed5
to join her immediately. l had intended
to have 5ent with them.1 6h811 Eive
him direction to report h士m5elf t0 丁OU.

I have the Honour

TO Be Re5PecttU11y
Your obt. servt.

H. C. perry

Sir

New York JanU8rγ 8th,1823

....^.'.".^",.'^鳥,."'戸、"'..^.',"^,.',.^",,'^'.,'.^",,、^',..'^,'.,^、'..'^'.、..^.、...^.,,,.^.....^.,,'.^.',..^,'..^.....^.,..^.....戸一、..,,^.',.,^..',.ー

1何半の都分では,このゞ俳寺のアメリカ海軍の上層部と

保険会社との密接な関係が何い知れ,後半では,ペリ

は以前から快速幟艦シャーク号を特に気に入っていて,

この艦に対する愛所が目にみえるようである。そして,

ペリーの要求がかなえられたのか? 1823年2月1円イ、j'

の友人への手紙では,シャーク号でメキシコのヴエラク

ルスとタンピコの朋を巡卿Lしている様子が判る。

ともかく,ハ、から 162年前のこの黄色く変色しナこ「ペ

リー臼壤冉翰」は,「歴史」と云うものをひしひしと感

じさせます。

参朽文1獣"oldbruin": commod01'e Matthew

C. perry,1794-1858 -ーー by

Samuel Eliot Morison.

(飼289.3; P4-1b)他多数。

Com. David porter

(整理課高野成之)
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「特別研究図書費」による購入図書
ーより一層の共同利用をー

1984年4月より新たに「特別研究図書費」が設定され

ましナこ。

研究資料費は,学部教員用としての学部図書費,研究
所の図書費,学部教育研究助成費,個人研究費,にこの
「特別研究図書費」が法・経・商の学部図害費一学部相
当分 a985年度)増え九勘定になります。

この新設の「特別研究図書買」の持つ意味は,単に研

究資料費が一学部相当分増額され九,というだけではな

く,もっと別の大きい意味があります。

従来研究資料費は部科別配分(学部図書費・研究所資
料費)や個人別配分(個人研究費)であり,資料収集は
部科毎縦割りであり,様々な問題をはらんでおりまし

た。いわく,高額大型資料の収集は困建である。(「文

部省私立大学研究設備整備費等補助金に係る研究設備」

の「特定図書」の補助金申請という制度があるとはいう

ものの,交付されるとはかぎらない。)また,各学部学
科・各研究所に利用がまたがるような資料も集められに
くい。さらに,専門課程が設置されていない分野の資料

も,少し高額になれぱ不可能に近い,等々であります。

そして費用効率の点からも,可成り高額な資料でも,重

複が生じゃすく問題があった,と言えます。

そこで,上記のいろんな問題点を少しでも解消できる

よう,経理当局のご理解も得.て,「特別研究図書費」が
設定され,共同利用の観点から,図書館が収集の窓口と

なって迎用し,資料の所蔵保管の任に当ることとなりま
*した。

1984年座内に同図剛ξで購入した図書資料は下記の通

りです。他の図苫資料と伺様,所属身分等にかかわりな

く,広く利用が期待されるところであります。

ただ,りストでお判りいただけるように,図書資料の
内には,本来なら「禁帯出」となるものも含まれており

ます。(マイクロフォームのもの等)。しかし図書館で

所蔵保管することにより,利用上著しく不便になること

のないよう,「特別研究図書費」による購入図書資料に

限り,特別の配慮をしなければならない,と考えており

ます。

また,このりストは,関西四私大(関西・関学・立命

館・同志社)の収書情報連絡会においても,四大学それ
ぞれ同様なりストを交換し合い,一冊のり一フレットに

まとめられております。し九がって関西四私大の相互利

用にも拍車がかかるのではないかと思われます。同リー

フレットは,1985年度「特別研究図書費」により図書の

購入希望を募る時に,重複購入を可能なかぎりさけるた

めにも,配布する予定です。

屯苓

印刷

」. Ersch-Gruber (hrsg.),-A11gemeine EI〕zy-

kloP会die der wissenschaflen und Kiinste,

Section l &Ⅱ一Tei1 1 300

034;A〕(二外)

M jor American cor-2. Annual Reports of the

(FM;フ〕Porations throU宮h 1980

3. Athenaeum ; a Journal Of Literature, sci-

ence, the Fine Atts, Music & ule Drama

(P053;A 5 )1828-1921

4. Ganz, P.,-Les Dessins de Hans Holbein Le

〔723.34; H〕Jeune,8 VOIS.

1-98 a880/81-197フ/78)5. Ed{1Catioo, VO]S.

(P370.3;E 6〕

6.医学中央雑誌,第165 254巻(昭和36-45年)

P490.1; D (休育)

フ. Journal of the Royal Anthrop0108ica1 1nsti-

251 -3 9 7 1

芳文堂印刷所

注)*「資料の保管場所は原則として図書館とする」(特

別研究図書費の運用要項一「資料の保管」)のですが,
特別な事情がある場合,例外的に扱っております。本年

度購入資料の内,1,6,11番がそれに該当します。

1番は第二外語,6番は体育より購入希望が出されたも

のですが,田辺校舎に移ることになっているため,それ

ぞれの研究室に所蔵していただくこととし,11番は法学

部のEC Documentatlon cenlre (一般に公開しなけ

れぱならない)に設置する資料のため Documentatlon

Centre のある法学部研究室に所蔵され7 こととなりま

しナこ。

加te, VOIS.71-72.74-95 a941-1965)

(P469 ; M〕
8. Malthus co]1ection : selected Books from the

Personal Library of Th0櫛as Robert Mal-

thus in 2 Seg. microflche,129 mono-

graphs & 112 tiues (FF;2〕
9. papers of the American Board of commis-

Sioners for Forejgn Mjssions ; unlt 3,
164 reels 〔FM;8)

10. philosophiEches Jahrbuch, VO}S.1-81

(1888-1974). PI00.4; P 3 〕

11. studia Dゆ10matiC2,194-1980

P319; S 9〕(法)

12. zeitschrift Nr psych010gie, V01.1-1認

(P140.4; Z 2 ~ Z 7, P490.4; Z〕

"びぶりおてか"

行発

編集責任者

同志社大学図書館

西風逸

同志社大学図書館報

京都市上京区今出川通烏丸東入

郎(図書館庶務課長)

M 37 1985年4月1日発行


